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グローバル女性人材養成プログラム(中国)参加者の感想 
2019年8月16日(金)～9月15日(日)の31日間の日程で、グローバル女性人材養成プログラムの研修が行われました。7名
の学生が研修に参加し、中国の南京大学で中国語の授業や文化を体験しました。研修に参加した学生の感想を紹介します。 

参加した目的は？ 

研修に参加しなければ中身のない夏休みを過ごすことに

なりそうだと思ったことと、実際に自分の目を通して現

在の中国を見てみたい、実際の会話に使える中国語を学
びたい、と思ったこともこの研修に参加した理由の一つ

です。 

中国語の語学力を高めるため。

また、実際に中国で生活し、 

中国の生活様式や文化を体験 
するため。 

コンビニでアルバイトをしていて、中国語で接客が
できるようになりたいと思ったので参加しました。 

中国語の授業について 

授業は思っていたよりも多かったが、どれも充実した授業だった。午前中に出た宿題を午後までに終わらせなければな

らないことがあったという面で、宿題が少し大変だった。すべて中国語で説明を受ける授業だったので、リスニング力
は上がったと感じた。わからない部分も多かったが、なんとなくこんなことを言っているのかな、という推測する力も

ついた。また、先生の説明から、実際に単語が会話のどのような場面で多く使用されるのか、ということも学ぶことが

できた。 

思っていたよりも授業時間が多く、最初は戸惑いましたが、結果的に良かったと思っています。平日は中国語の授業、

休日は交流会や観光、というように、暇な時間はあまりありませんでした。忙しかったですが、夏休みの1か月をとて
も有意義に過ごすことができたと思います。語学力は１か月でだいぶ変化したと思います。語彙数が増え、聞き取りに

少し慣れたことが大きな変化だと思います。 

中国文化体験・学外見学 

紙切りも中国結も、どちらも南京大学の学生さんが教えてくださ

り、日本では学ぶ機会のない中国の伝統的な文化を知ることがで

きて有意義な時間を過ごせました。また、中山陵や南京博物院、

総統府など、様々な場所を見学し、中国の歴史や文化を学ぶこと

ができました。中国人のガイドさんがいたため、中国語を聞き取
る練習にもなりました。 

孫文のお墓である中山陵や、南京にある2つの博物館に見学に行

きました。実際の遺跡などを目にすることができ、中国の歴史に
ついてもっと勉強してみたいと思ったので、帰国後すぐ中国の通
史が書かれた本を購入して読みました。 

グローバル女性人材養成プログラム(中国)                   
                                     参加者の感想 

グローバル女性人材養成プログラム   
                     (フィリピン)参加者の感想 

留学生のための就活セミナー 

今井町散策と大神神社 

Events at CotoQue 
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グローバル女性人材養成プログラム(フィリピン)参加者の感想 

現地での交流 

その他の感想 

南京大学の学生とは、お喋りをしたり、一緒にご飯を食べ

に行ったりしました。また、南京の名所を案内してもらっ

たり、大学の施設を案内してもらったりしながら、普段の

大学生活についてお互いに話をしました。南京大の学生と

交流して最も驚いたことは、どの学生さんもとても勉強熱

心だった点です。日本の大学生と比べて、勉強量が多く、
学ぶことに熱心な印象を受けました。私自身、今まで何と

なく課題をこなす学習をしていたため、彼らを見習って

もっと日々の学習に力を入れなければと思いました。 

授業のない午後に教室で日本語や中国語（たまに英語）

で会話したり、夜ごはんを一緒に食べたり、街を案内し

てくれたり・・・とにかく至れり尽くせりでした。世界

遺産に行きたいから教えて欲しいと伝えると、一緒に行

くことを提案してくれたり、帰りもホテルまで一緒に歩

いてくれたりと、本当に親切な学生さんばかりで感激し

ました。南京で過ごす最終日に南京大学の友人と日本の
アニメ映画の中国語字幕版を映画館に観に行ったのです
が、中国語の勉強にもなるし、日本の映画館と違って観
客のリアクションが素直でとても楽しくて印象に残って
います。 

普段のニュースや報道で聞いた限りでは、中国に対してあまり良いイメージを持っていませんでしたが、南京で1ヶ月

生活したことでそのイメージが変わりました。現地の人は親切な人が多く、ご飯も安くてとても美味しかったです。特

に、飲食店は中国料理も甘いものも種類が豊富で、とても充実していました。中国に行くに当たって、衛生面など心配

な部分は多々ありましたが、日本に帰る頃にはもう一度南京を訪れたいと思うほど中国が好きになりました。また、

渡航前は、一ヶ月やっていけるか不安もありましたが、研

修を終えてみて、本当に参加してよかったと思いました。

言語の学習意欲も高まりました。学生のうちから貴重な経
験ができたと思います。また南京に行きたくなりました。

ありがとうございました！ 

今回の語学研修は、初めての中国滞在だった

こともあり１か月で丁度よかったですが、こ
の研修を通して中国語に対する勉強意欲が高
まり、また南京大学に対しても好印象を持っ
たので、半年～１年の交換留学をしてみたい

と思うようになりました。 

1ヶ月の中国での生活を通して、外国語を使ってコミュニケーションを取ること

に対して苦手意識がなくなり、積極的に外国語を使いながら会話する度胸がつ

いたと思います。ジェスチャーを交えながらではありますが、失敗や間違いを
恐れることなく積極的にコミュニケーションを取ることで、外国語を使う楽し
さを感じたり、自分の語学力向上に繋がっていることを実感したりすることが
できました。これからの中国語学習やその他の勉強におけるモチベーション

アップにもなっていると思います。 

参加した目的は？ 

2019年8月18日(日)～9月7日(土)の21日間の日程で、グローバル女性人材養成プログラムの研修が行われました。14名
の学生が研修に参加し、QQイングリッシュ（シーフロント校）で英語漬けの毎日を過ごしました。研修に参加した学生の感
想を紹介します。 

来年の夏頃に海外ボランティアに参加
したいと思っていて、そのために語学

力をつけたかったから。 

他の留学に向けて国籍の異なる人たちと

コミュニケーションや簡単な議論ができ
るくらいの英語力を身につけるため。 

英語、特にスピーキングとリスニングが
苦⼿だったので、それらを上達させたい
と思い参加しました。  

英語能力の向上。 

海外の研究室で働きたいから。 

もともと英語は好きでしたが、スピーキングへの

苦手意識が強く、英語を使うことに抵抗感を感じ

てしまうことが多かったため、もっと英語を話す
ことに自信をつけたいと思い、参加しました。 
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授業の内容・語学力の変化 

マンツーマン指導が一番良かったと思います。毎回一つの授業ごとにトピックが決められており、それについて先生と

意見を交換したり、そのシチュエーションを想像して会話をする授業では、自分の語彙力のなさを痛感しました。語学

力の変化は、あったと思います。帰国後の英語の授業で、発音がいいと言われました。QQEで発音のレッスンをした

おかげだと思います。 

初めは先生の話す英語があまり聞き取れず、咄嗟に英語を話すことが難しかったが、先生が分かりやすく話してくださ

り、フレンドリーに接してくださったお陰で、最終日までには自分の意見を具体的に話せるようになっていた。また、

最後に行われたプログレステストの結果は、初日よりも二段階上がっていた。ただ授業を受けるだけではなく、授業の

復習・語彙テストの勉強・日記など一日中英語に触れていたことも要因の一つだと思う。これらを毎日続けることがで

きたのは、私が上手く英語で話せないときでも、先生が嫌な顔一つせずに接してくださったので、英語へのやる気や自
信を失わなかったからだと思っている。 

私にとっては今回が初めての海外渡航だったので、全く日本語が通じない環境はとても新鮮で少し恐ろしくもありまし

た。日本では少なくともネイティブの先生は日本語を理解してくれるので、そこに甘えていた節もあったと思います。

ですがQQEの先生は現地語か英語しか話せませんし、授業の時は一対一なのでとにかく話すしかありません。そんな

状況で自分の言いたいことを伝えられないのがあれほど悔しいことなのかと何度も実感しました。しかし現地の先生方

は私が言葉に詰まっても根気強く待ち、丁寧に訂正・解説をしてもらいました。他にもグループレッスンで奈良女生の

全ての休日を使って様々な場所に観光に行きました。

午前３時に出発するツアーにも参加したりしました

が、体調管理はしっかりできたと思います。 

休みの日はQQEが提供するツアーや

マリンスポーツに参加しました。 

今回の研修を通してフィリピン人の温かさを感じた。先生方はもちろん、道端にいる人たちも、人をもてなしたいとい

う気持ちを持っていた。研修前は治安が悪くて危ないところ、怪しい人も多いといったマイナスのイメージが強かった

が、実際に生活してみると全くそんなことはなかった。3週間過ごして、英語だけではなく、もてなす気持ちも学べた

と思う。 

今回の留学での最大の学びは、自分の英会話力がまだまだ未熟であり、今後より一層の学習が必要だと気づかされたこ

とです。先生の質問が一度で聞き取れなかったり、自分の言いたいことがすぐ英語で表現できないもどかしさを今後の

英語学習のバネにしようと思いました。また、先生との会話やツアー観光を通してフィリピンの教育や生活について知

今回の研修で私は、英語よりも、⾃分の視野が広がるような学びをたくさんできたと思っています。例えば、フィリピ

ンでの平均の給料の話などを聞いて、⽇本がどれだけ豊かな国かを理解しましたし、また逆にどれほど無駄な時間やお

⾦の使い⽅をしてるかを実感できたからです。特に⽇本の⼤学⽣の中には、せっかく⼤学に通っているにも関わらず、

授業を休んで遊び呆けたり飲み会などで⾺⿅なことをする⼈をよく⾒かけますが、フィリピンで⼤学に通っている⼈

は、将来の夢に向かって必死に勉強して卒業後はすぐ家族を養うためにお⾦を稼いでいます。それを知って、もっと価
値あるもののためにお⾦や時間を使おうと思いました。 

奈良女子大学の団体として、先生の引率もあって実施された今回の研修は、個人での海外渡

航と比べて不安が少なく留学のハードルが低い面でとても意義のある企画だと思います。あ

りがとうございました。 

休日の過ごしかた 

学んだこと・その他の感想 

土曜日は学校のジムを利用したり、英語学習をしたりほとん

どの時間を学校内で過ごしましたが、日曜日はツアーとして

外に出かけました。参加したツアーは「セブシティーツ

アー」と「BOHOLツアー」で、「BOHOLツアー」は自然

豊かな島で日本ではできない多くの体験ができる充実した内

容のものでした。 

先輩に励ましていただくなど精神面ではとてもいい環境だったと思います。語学力は最終テ
ストではリスニングが特に伸びていましたが、実感としてはスピーキングも上達したと思い
ます。アルバイトなどで外国人のお客さんの応対をしているときに比較的スムーズに文章が

出てくるようになりました。 

ることができたことも大きな学びです。はじめは日本との生活の違いに不便さも感じましたが、

時間が経つにつれその生活に馴染んでいったので海外の生活への適応力もついたと思います。 



4 

 

奈良女子大学 国際交流センター  

NEWSLETTER Vol.57 2019年12月発行 

〒630-8506 奈良市北魚屋東町 

TEL: 0742-20-3736 
Email: iec@cc.nara-wu.ac.jp 

10/9 

10/16 

 

10/18 

 

10/29 

11/7 

11/15 

11/22 

 

 

11/29 

12/2 

12/6 

 

12/10 

12/20 

センター及び国際課の活動 
留学生のためのオリエンテーション 

グローバル女性人材養成プログラム(タイ)募集説明会 

 

グローバル女性人材養成プログラム 

                                              (ニュージーランド第2回)説明会 

CIEE 海外ボランティア説明会 

留学生のための就活ガイダンス 

JSAF 留学説明会 

グローバル女性人材養成プログラム 

                              (ニュージーランド第3回)説明会 

SAF 海外留学説明会 

JSAF IELTS説明会 

グローバル女性人材養成プログラム(タイ第1回)説明会 

グローバル女性人材養成プログラム 

                      (タイ第2回)(ニュージーランド第4回)合同説明会 

留学生スピーチ大会 

グローバル女性人材養成プログラム 

                      (タイ第3回)(ニュージーランド第5回)合同説明会 

Events at CotoQue 

留学生のための就活セミナー 
株式会社学情（あさがくナビ）の野嶋氏をゲストスピーカーとして迎え、留学生の

ための就職活動スタートアップガイダンスを開催しました。参加者は、学内ツアー

として普段通っている国際課・国際交流センターから学生生活課就職係までを歩

き、就職係の担当者やキャリアアドバイザーから就活の支援を利用する方法につい

て説明を受けました。その後、ガイダンス会場に移動し、野嶋氏より日本での就職

活動の実際についての解説を聞きました。 

今回のセミナーには24名の留学生が参加し、メモを取りながら熱心に話を聞いてい

る様子が見られました。 

10/17～11/27 

10/29,12/3 

11/7 

11/13 

11/15 

11/18 

11/19 

11/22 

11/26 

11/28 

11/29 

12/4 

12/10 

12/19 

12/24 

おしえて！交換留学体験談（計6回） 

コリア文化に親しもう！～チェミ～①、② 

＜奈良県友好交流を担う＞陝西省訪問 報告会 

茶道教室 

JSAF主催 後期留学説明会 

留学生インターンシップ報告会 

English Free Talk 

SAF主催 海外留学説明会 

＜学生企画＞CotoQue×ゲーム！ 

トビタテ！留学JAPAN派遣生による留学相談会 

JSAF主催 IELTS説明会 

いけばな教室 

講演会「奈良女生のための恋愛塾」 

Cinema de Christmas！ 

留学生とCooking！みんなでChristmas Party！ 

2019年10月～12月の期間、CotoQueで様々なイベントや報告会、講演会などが開催されました。 

海外留学に行った学生の報告会や留学相談会、CotoQue学生スタッフによる初企画のゲーム大会など、楽しいイベント

今井町散策と大神神社 
「外国人留学生実地見学旅行」が行われ、18名の留学生が橿原市の今井町・桜井市の大
神神社を訪れました。明治建築で現在は今井町の歴史を紹介する資料館 「華甍」にてボ
ランティアガイドの方から歴史や町の構造の説明を聞き、その後３班に分かれて散策しま
した。今井町には江戸時代そのままの情緒と風情を多く残す建物がたくさんあり、詳しい
説明を聞きながら楽しそうに写真を撮る留学生が多く見られました。 

2019年11月30日(土)実施 

2019年11月7日(木)実施 

大神神社は、山自体がご神体の日本最古の神社の一つです。社殿までの参道は木々が茂り、神聖
な雰囲気のなかお参りすることができました。 
参加した学生は、バスから見た大和三山（耳成山・畝傍山・香久山）や、お裁きの白洲と燻し牢
があった今井町の今西家住宅、大神神社の大きな鳥居などが印象に残ったと感想を寄せてくれま
した。 

がたくさんありました。講演会では、あかたちかこ先生に

「奈良女生のための恋愛塾」と題してお話をしていただき

ました。茶道教室では数名のグループに分かれて隣の人に

お茶を点て、いけばな教室では数名で協力して一つの花器

に花を活けました。クリスマスイベ

ントとしては、クリスマスにまつわ

る映画鑑賞や、みんなでフランス菓

子を作り、各国のクリスマスについ

て話すパーティーを開催しました。 

引き続き、学生スタッフを募集していますので、 

興味のある方は国際交流センターへ 


